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第４章 文化財に関する既往の把握調査 

 

１ 文化財把握調査の概要  

本市に関わる把握調査は、埼玉県による調査、市史編さん事業、埋蔵文化財の調査、文化財

分布調査などがあります。また近隣市町で構成する文化財担当者会において、広域で文化財の

共同調査を行ってきました。文化財類型ごとに調査の主な概要を以下にまとめました。なお、既往

調査の報告書一覧を巻末に掲載しました。 

 

（１）有形文化財  

有形文化財のうち、建造物、特に近代の建造物についてはこれまで複数の調査を実施してい

ます。昭和６３（１９８８）年度には土蔵と蔵、平成３（１９９１）年度には古民家の調査を行いました。

これらの調査は、市内に残された貴重な文化遺産の所在と状態を把握し、その保存・活用の基礎

資料を作成する目的として、昭和６３（１９８８）年度から６か年計画で本市教育委員会が実施した

「文化財分布調査」の一環です。成果は『行田市文化財年報  平成６年度』（行田市教育委員会

１９９４）に掲載されています。また、平成６（１９９４）年度に行われた埼玉県の近代化遺産の調査を

契機として、平成８・９（１９９６・１９９７）年度には近代化遺産詳細調査を実施しました。建造物を

調査する文化財専門調査委員会を設置して、足袋製造産業関係の建造物、城下町行田の産業

の移り変わりを把握できる建造物、交通・土木に関わる構築物、行田の町の風景に馴染んできた

構築物を調査しました。建造物については平成１５～１７（２００３～２００５）年度に継続調査を行い、

平成１５（２００３）年度からは昭和２０年（１９４５）以前に建築された古民家などの歴史的建造物に

ついて、市内のものつくり大学に委託して個別の概要調査を毎年行っています。 

 美術工芸品のうち、彫刻など寺院が所蔵する資料については、昭和３２年（１９５７）から始まった

市史編さん事業(第１次編さん事業)のなかで、同３３年（１９５８）に６０余りの寺院を調査し、『行

田市寺院調査報告書』を作成しました。  

古文書や典籍、歴史資料については、編さん事業のなかで、資料展示会を開催することとし、

「市史編纂史料要目」を作成し、調査・収集の対象となる資料を示し、市民への協力を呼びかけ

たところ、１７１名から１,０００点余りの資料が出品されました。 

古文書については、平成１１年（１９９９）から始まった市史編さん事業(以下「第２次編さん事業」

という。)の中で、同１２年（２０００）に市域の旧名主家を中心に把握調査を実施しました。寺院が

所蔵する古文書や経典などの聖教文書については、昭和５４（１９７９）年度～同５８（１９８３）年度

にかけて埼玉県が実施した県内寺院聖教文書遺品調査のなかで、市内の資料についても調査

が行われ、その成果は『埼玉県寺院聖教文書遺品調査報告書』に掲載されました。神社関係の

古文書についても、埼玉県が昭和６２（１９８７）年度～平成元（１９８９）年度にかけて実施した県内

神社関係古文書調査のなかで、市内の資料についても調査が行われ、その成果は『埼玉県神社

関係古文書調査報告書』に掲載されました。 

考古資料については、昭和３９年（１９６１）から埋蔵文化財調査報告書を現在に至るまで刊行
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し続けており、把握に努めています。 

歴史資料のうち、板石塔婆については、昭和５１（１９７６）年度～５５（１９８０）年度にかけて埼玉

県が実施した板石塔婆緊急調査のなかで、市内の資料についても把握調査を行い、その成果は

『埼玉県板石塔婆調査報告書Ⅲ資料編(2)』(埼玉県教育委員会１９８１)に収められました。また、

第２次編さん事業のなかで、過去の調査記録等をもとに、改めて把握調査を行い、その成果は

『行田市史資料編古代中世』(行田市２０１２)に掲載されました。絵馬や奉納額については、平成

１５・１６（２００３・２００４）年度に地区調査員を委嘱して調査を行い、３７４件が把握されています。

中世に造立された五輪塔や宝篋印塔などの石造物については、埼玉県が平成４年（１９９２）～９

年（１９９７）にかけて実施した「中世石造遺物調査」のなかで、市域の資料についても把握調査を

行い、その成果は『埼玉県中世石造遺物調査報告書』(埼玉県教育委員会１９９８)に掲載されま

した。 

 

（２）民俗文化財  

民俗文化財のうち、有形の民俗文化財については、郷土博物館が開館以来収集してきた足袋

関係資料４，９７１点が平成２７年(２０１５)に「行田の足袋製造用具及び製品」という名称で、国登

録有形民俗文化財に登録されました。これを受けて同館では、平成２８（２０１６）年度から平成３０

（２０１８）年度にかけて、国庫補助による「行田の足袋製造用具及び製品資料整備事業」を実施

し、資料の再整理と不足する資料の収集、文献調査、関係者からの聞き取り調査を行い、報告

書を刊行しました。その成果により、令和２年(2020)に同館所蔵の５，４８４点が「行田の足袋製

造用具及び関係資料」という名称で、重要有形民俗文化財に指定されました。 

無形の民俗文化財については、前掲の「文化財分布調査」の中で、１３９件の祭と年中行事を

調査しました。その成果は『行田市文化財年報  平成４年度』（行田市教育委員会１９９２）に掲載

されています。また、市内に伝承される獅子舞６件についても調査を行っており、現在１件が県指

定無形民俗文化財、５件が市指定無形民俗文化財となっています。 

 

（３）記念物・埋蔵文化財  

記念物のうちの遺跡、そして埋蔵文化財は毎年度、開発行為に伴う試掘・確認調査及び発掘

調査を通して把握しています。調査の結果は本市教育委員会、遺跡調査会、埼玉県教育委員会、

埼玉県埋蔵文化財調査事業団など、各調査主体により報告書として刊行されています。また、調

査された１９６か所の遺跡は、埋蔵文化財包蔵地の分布図（遺跡地図）で位置情報が公開されて

います。 

名勝地としては、前掲の「文化財分布調査」の中で庭園１３か所の調査を行い、その成果は『行

田市文化財年報  平成５年度』（行田市教育委員会１９９３）に掲載されています。植物について

は、平成１３・１４・１９（２００１・２００２・２００７）年度に地区調査員を委嘱して樹木の調査を行いま

した。 
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２ 文化財把握調査の現状と課題  

(１)文化財把握調査の現状  

既往の文化財把握調査から調査状況は次のとおりになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)文化財把握調査の課題  

古文書及び歴史資料(寺社関係資料、板碑や中世の石造物)については、市史編さん事業や

埼玉県による調査によって、資料の所在が確認され、その成果も市史や報告書として刊行されて

います。しかし、調査から漏れた資料も相当数あると思われ、現在も郷土博物館の展示に係る調

査や、個人宅の代替わりなどの際に、新たな資料の発見が続いています。 

建造物、特に近代の歴史的建造物や歴史資料 (絵馬・額・石造物)・名勝地(庭園)・植物(樹

木)については、市域全体で把握調査を行っていますが、調査から時間がかなり経過しており、現

在の状況を把握できていないものが多くあるため、現況の確認調査が必要となっています。また、

上記の調査の情報は紙データで管理しており、今後の公開や活用のために、電子データ化を進

分類 調査状況

○

絵画 ○

彫刻 ○

工芸品 ○

書跡 ○

典籍 ○

古文書 ○

考古資料 △

歴史資料 ○

△

有形の民俗文化財 △

△

○

△

△

△

△

△

ー

○

ー

△

凡例
「◎」　把握調査が完了している
「〇」　把握調査は進んでいるが、追加調査・
　　　　 整理が必要である
「△」　一部は把握しているが、追加の把握調査
　　　　が必要である
「×」　把握調査を実施していない
「－」　把握調査の結果、該当する文化財がない

埋蔵文化財

文化財の保存技術

文化的景観

伝統的建造物群

その他

記念物 動物

植物

地質鉱物

種類

有形文化財
美術工芸品

遺跡

名勝地

民俗文化財
無形の民俗文化財

建造物

無形文化財
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めることが必要です。 

美術工芸品(考古資料)・記念物(遺跡)・埋蔵文化財は、毎年度、開発行為に伴う埋蔵文化

財の試掘・確認調査及び発掘調査を実施して把握はできていますが、その調査結果を報告書に

まとめて公開することが大部分できていない状況にあります。 

また無形文化財・民俗文化財・記念物（名勝地、動物・植物・地質鉱物）・文化的景観・その他

類型に当てはまらない文化財(一般的な風景・伝説・伝承・記憶など)も、全体的な把握調査が進

んでいない状況にあり、市域全体の把握調査が必要です。伝統的建造物群は、建造物や庭園な

ど個別の調査が行われており、該当がありませんでした。文化財の保存技術は、現在該当があり

ません。 

 


